
Ｇ・
Ｗ・
バ
ー
ク
レ
ー

西
南
学
院
大
学
　
学
長

　

Ｋ・

Ｊ・

シ
ャ
フ
ナ
ー
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
２
０
１
８
年
12
月
15
日
付

で
、
Ｇ・

Ｗ・

バ
ー
ク
レ
ー
神
学
部
教
授

が
学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０
２
２

年
12
月
14
日
ま
で
の
４
年
間
で
、
４
年
ぶ

り
の
再
任
で
あ
る
。

　

Ｇ・

Ｗ・

バ
ー
ク
レ
ー
新
学
長
は
、
１

９
５
５
年
７
月
生
ま
れ
の
63
歳
。
米
国
テ

ネ
シ
ー
州
出
身
。
１
９
７
７
年
米
国
サ
ム

フ
ォ
ー
ド
大
学
卒
業
。
米
国
サ
ザ
ン・

バ

プ
テ
ス
ト
神
学
校
卒
業
後
、
英
国
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
留
学
を
経
て
、
米
国
サ

ザ
ン・

バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
大
学
院
博
士

課
程
を
修
了
。
こ
の
間
、
教
会
副
牧
師
、

神
学
校
助
手
、
同
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
歴
任
し
た
。

　

１
９
８
４
年
５
月
に
米
国
南
部
バ
プ
テ

ス
ト
連
盟
外
国
伝
道
局
宣
教
師
と
し
て
来

日
（
２
０
０
２
年
宣
教
師
辞
任
）
後
は
、

１
９
８
７
年
４
月
か
ら
西
南
学
院
大
学
神

学
部
講
師
、
１
９
８
５
年
に
同
助
教
授
、

１
９
９
５
年
に
同
教
授
と
な
り
、
学
長
、

神
学
部
長
、
宗
教
部
長
と
い
っ
た
大
学
の

役
職
を
は
じ
め
、
学
校
法
人
西
南
学
院
の

理
事
長
、
院
長
、
宗
教
局
長
、
お
よ
び
保

育
所
園
長
の
要
職
を
務
め
、
現
在
に
至
る
。

　

２
０
１
９
年
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
る

大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
本
学
の

根
幹
で
あ
る
建
学
の
精
神
、
理
念・
目
的

を
踏
ま
え
た
教
育・

研
究
の
推
進
、
お
よ

び
地
域
貢
献
に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
て
い
る
社
会
の
変

動
の
中
で
、
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
卒
業

生
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
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長な
が

坂さ
か

悦よ
し

敬ゆ
き

甲
南
大
学
長
、
経
営
学
部
教
授
。
’83
大

阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
’92

博
士
（
工
学
）。
’83
コ
マ
ツ
生
産
技
術
研
究
所
、
’94
大

阪
産
業
大
学
、
’01
甲
南
大
学
入
職
。
’14
か
ら
現
職
。

阿あ

久く

戸ど

光み
つ

晴は
る

福
岡
女
学
院
大
学
学
長
。
一
橋
大
学

社
会
学
部・

法
学
部
卒
。
東
京
神
学
大
学
修
修
了
。

聖
学
院
大
学
学
長・

理
事
長・
院
長
歴
任
。
荒
川
区
特

別
功
労
賞
。
専
門
は
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学・

憲
法
学
。

吉よ
し

原は
ら

健け
ん

二じ

学
校
法
人
関
西
大
学
梅
田
事
務
局
長
。
’79

関
西
大
学
社
会
学
部
卒
。
’12
学
校
法
人
関
西
大
学
理

事
、
学
長
秘
書
課
長
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
局
長
を

経
て
現
職
。

冨と
み
田た

　
勝ま

さ
る

慶
大
先
端
生
命
科
学
研
究
所
所
長
。
カ
ー

ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
部Ph.D

取
得
。

同
大
准
教
授
、慶
大
環
境
情
報
学
部
教
授
、学
部
長
を

歴
任
。
米
国
立
科
学
財
団
大
統
領
奨
励
賞
な
ど
受
賞
。

池い
け

上が
み

岳た
け

彦ひ
こ

立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
。
’91
博
士
（
経

済
学・

東
北
大
学
）。
新
潟
大
学
を
経
て
、
’99
か
ら
現

職
。
’17
か
ら
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
運

営
機
構
副
機
構
長
。
’18
か
ら
統
括
副
総
長
。

岩い
わ

崎さ
き

克か
つ

也や

’91
㈱
日
建
設
計・

設
計
部
入
社
。
’91
東

海
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
建
築
学
修
了
。
現
在
、

設
計
部
長
。
多
く
の
私
大
教
育
施
設
を
担
当
。
主
編

著
『
未
来
を
拓
く
キ
ャ
ン
パ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
』。

音お
と

　
好よ

し

宏ひ
ろ

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

専
門
は
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著
『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現

代
的
展
開
』
ほ
か
。

冨と
み

増ま
す

和か
ず

彦ひ
こ

愛
知
大
学
常
務
理
事
、
副
学
長
（
経
営

担
当
）。
’92
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
後

期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
経
営
学
）。
愛

知
大
学
経
営
学
部
長
を
経
て
、
’15
か
ら
現
職
。

田た

中な
か

一い
ち

郎ろ
う

阪
南
大
学
学
長
室
社
会
連
携
課
担
当
課

長
。
’87
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
卒
。
’96
年
阪
南
大

学
入
職
、
’97
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
現
学
生
部
国
際

交
流
課
）、
’14　
50
周
年
記
念
事
業
準
備
室
、
’16
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
、
’18
か
ら
現
職
。

大お
お

江え

　
篤あ

つ
し

園
田
学
園
女
子
大
学
人
間
教
育
学
部
教

授
、
企
画
運
営
部
長
。
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
歴
史

学
）。
主
著
『
日
本
古
代
の
神
と
霊
』
な
ど
。

山や
ま

田だ

耕こ
う

太た

敬
和
学
園
大
学
長
、
’86
ダ
ラ
ム
大
学
神

学
系
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。Ph.D

.

。
’15
か
ら
現

職
。
主
著
『
新
約
聖
書
と
修
辞
学
』『
フ
ィ
ロ
ン
と
新

約
聖
書
の
修
辞
学
』『
Ｑ
文
書
』
な
ど
。

河か
わ
い合

儀よ
し

昌ま
さ

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学
常
任
理
事
、

産
学
連
携
局
長
。
’86
島
根
大
学
農
学
部
卒
。
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
㈱
、
日
本
オ
ラ
ク
ル
㈱
を
経
て
、
’05
金
沢
工
業

大
学
入
職
、
’16
か
ら
現
職
。

及お
い

川か
わ

清き
よ

昭あ
き

立
命
館
大
学
理
工
学
部
教
授
、
キ
ャ
ン

パ
ス
計
画
室
長
。
東
京
大
学
大
学
院
修
了
。
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
助
手
、
東
京
大
学
大
学
院
新
領

域
創
成
科
学
研
究
科
助
教
授
を
経
て
、
’03
か
ら
現
職
。

池い
け

田だ

　
伸し

ん

立
命
館
大
学
経
営
学
部
教
授
、
学
長
補

佐
、
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
代
表
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ
地

域
連
携
室
長
。
京
都
大
学
大
学
院
修
了
。
立
命
館
大

学
経
営
学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
’01
か
ら
現
職
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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山や
ま

崎ざ
き

一か
ず

穎ひ
で

学
校
法
人
跡
見
学
園
理
事
長
、跡
見
学
園

女
子
大
学
名
誉
教
授
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
課

程
日
本
文
学
専
攻
修
了
。博
士（
文
学
）。主
著
は
『
森

鷗
外
論
攷
』正
続
、『
森
鷗
外・

歴
史
文
学
研
究
』な
ど
。

田た

近ぢ
か

裕ひ
ろ

子こ

津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
総
合
政
策

学
科
教
授
。
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
大
学
院
応
用
言
語

学
博
士
課
程
修
了
（Ph.D

.
）。
津
田
塾
大
学
学
芸
学

部
英
文
学
科
教
授
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

守も
り

口ぐ
ち

　
剛た

け
し

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
教
授
。
’96
東

京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
立
教
大
学
を
経
て
、
’05
か
ら
現
職
。
’18

か
ら
教
務
部
社
会
人
教
育
事
業
室
長
を
兼
務
。

小お

川が
わ

智と
も

由よ
し

明
治
大
学
商
学
部
教
授
。
明
治
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。

文
京
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、現
職
。

専
門
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
。

小こ

林ば
や
し

大だ
い

祐す
け

東
洋
学
園
大
学
人
間
科
学
部
専
任
講

師
。
’15
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後

期
課
程
修
了
。
博
士
（
政
治
学
）。
’17
か
ら
現
職
。
主

著
『
ド
イ
ツ
都
市
交
通
行
政
の
構
造
』
な
ど
。

馬ば

場ば

靖や
す

雄お

大
東
文
化
大
学
社
会
学
部
教
授
。
’88
京

都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
長
崎
大
学
、
大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
を
経

て
、
’18
か
ら
現
職
。
主
著
『
ル
ー
マ
ン
の
社
会
理
論
』。

井い

奥お
く

成し
げ

彦ひ
こ

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
、
慶
應
義

塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
。
’86
明
治
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
史
学
）。
主

著
『
19
世
紀
日
本
の
商
品
生
産
と
流
通
』
な
ど
。

舛ま
す

井い

道み
ち

晴は
る

石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部
准
教
授
。
’11

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
修
士
（
工
学
）。
’13
か
ら
現
職
。

松ま
つ

下し
た

賢け
ん

一い
ち

甲
南
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室

課
長
。
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
卒
。
西
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
を
経
て
、
’04
に
学
校
法

人
甲
南
学
園
に
転
職
、
’16
か
ら
現
職
。

石い
し

原は
ら

芳よ
し

典の
り

龍
谷
大
学
龍
谷
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
事
務
部
課
長
。
’95
龍
谷
大
学
文
学
部
卒
。
高

大
連
携
推
進
室
課
長
、
理
工
学
部
教
務
課
長
を
経

て
、
’16
か
ら
現
職
。

大お
お

迫さ
こ

友ゆ

紀き

東
京
都
出
身
、
武
蔵
野
美
術
大
学
卒
。

大
学
で
陶
芸
を
専
攻
し
た
後
、
富
山
ガ
ラ
ス
造
形
研

究
所
お
よ
び
金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
で
ガ
ラ
ス
工
芸

を
学
ぶ
。
第
46
回
日
本
ク
ラ
フ
ト
展
海
外
研
修
賞
受

賞
。
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
器
に
は
フ
ァ
ン
も
多

く
、
雑
誌
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人

気
で
あ
る
。
国
内
外
で
個
展
を
開
催
。

外と

川が
わ

智ち

恵え

大
正
大
学
表
現
学
部
准
教
授
。
大
正
大

学
文
学
部
卒
。
’92
山
梨
放
送
入
社
。
’01
か
ら
フ
リ
ー

と
し
て
活
動
。T

O
K
Y
O
FM

「SY
M
PH
O
N
IA

」

（
月
曜
～
木
曜
）
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
務
め
る
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
１
月
８
日
㈫

　

第
９
回
理
事
会
、
平
成
31
年
新
年
交
歓
会
に

出
席

●
１
月
22
日
㈫

　

第
９
回
常
務
理
事
会
に
出
席

●
１
月
31
日
㈭

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
「
採
用
と
大
学
教

育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会
」
に
出
席

●
２
月
４
日
㈪

　

文
教
関
係
国
会
議
員
に
高
等
教
育
の
無
償
化

お
よ
び
高
大
接
続
の
課
題
に
つ
い
て
説
明

●
２
月
12
日
㈫

　

第
10
回
常
務
理
事
会
、
第
10
回
理
事
会
に
出

席●
２
月
14
日
㈭

　

文
教
関
係
国
会
議
員
に
高
等
教
育
の
無
償
化

お
よ
び
高
大
接
続
の
課
題
に
つ
い
て
説
明

●
２
月
15
日
㈮

　

財
務
省
主
計
局
に
高
等
教
育
の
無
償
化
お
よ

び
高
大
接
続
の
課
題
に
つ
い
て
説
明

●
２
月
20
日
㈬

　

柴
山
文
部
科
学
大
臣
お
よ
び
文
教
関
係
国
会

議
員
に
高
等
教
育
の
無
償
化
お
よ
び
高
大
接
続

の
課
題
に
つ
い
て
説
明

　

全
私
学
連
合
の
「
私
学
振
興
協
議
会
」
の
懇

談
会
に
出
席
。
私
学
振
興
協
議
会
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
国
会
議
員
に
平
成
31
年
度
私
学
助
成
お
よ

び
税
制
改
正
の
お
礼
を
述
べ
る
。

●
２
月
24
日
㈰

　

天
皇
在
位
30
年
式
典
に
出
席

開
催
報
告

◉
１
月
８
日
㈫

「
新
年
交
歓
会
」
開
催

　

私
大
連
に
ご
支
援・

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
を
お
招
き
し
て
開
催
す
る
新
年
交
歓
会

が
開
催
さ
れ
、
鎌
田
薫
会
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
、

清
家
篤
顧
問
の
乾
杯
の
後
、
４
４
７
名
の
ご
出

席
者
が
新
年
の
歓
び
を
交
わ
し
た
。

◉
１
月
25
日
㈮

「
第
２
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
社
大
接
続

―
社
会
が
求
め
る
人
材
像
と
大

学
教
育
の
あ
り
方

―
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

62
の
加
盟
大
学
か
ら
68
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
１
月
29
日
㈫

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
（
第
２
回
）」

開
催

　
「
平
成
31
年
度
私
立
大
学
関
係
（
私
学
助
成
）

政
府
予
算
案
等
」、「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た

大
学
教
育
再
生
の
戦
略
的
推
進
等
に
関
す
る
政

府
予
算
案
」、「
科
学
技
術・

学
術
に
関
す
る
政

府
予
算
案
」、「
新
た
な
高
等
教
育
段
階
の
負
担

軽
減
方
策
」
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
担
当
者

か
ら
報
告
、
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
内
閣
官

房
ま
ち・

ひ
と・

し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
の

担
当
者
よ
り
「
地
方
創
生
に
関
わ
る
国
の
制
度・

予
算
の
動
向
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
、
最

新
の
情
報
を
共
有
し
た
。
当
日
は
、
１
０
２
の

加
盟
大
学
か
ら
３
６
８
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

説
明
会
後
、
設
置
さ
れ
た
個
別
質
問
ブ
ー
ス

で
は
、
各
大
学
か
ら
の
質
問
に
文
部
科
学
省
担

当
者
が
対
応
し
、
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

　
お
詫
び
と
訂
正�

　

３
８
４
号
に
つ
き
ま
し
て
、
以
下
の
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
１
１
５
ペ
ー
ジ
下
段

（
誤
）「
旧
高
等
商
学
科
」
→
（
正
）「
旧
高
等

商
業
科
」

●
１
１
６
ペ
ー
ジ
上
段
写
真
見
出
し

（
誤
）「
新
生
大
学
当
時
の
校
舎
」
→
（
正
）

「
新
制
大
学
当
時
の
校
舎
」

●
１
１
６
ペ
ー
ジ
下
段

（
誤
）「
教
育・

推
進
機
構
大
学
」
→
（
正
）

「
教
育・

研
究
推
進
機
構
」

●
１
１
８
ペ
ー
ジ
上
段

（
誤
）「
文
化
系
学
部
」
→
（
正
）「
文
科
系
学

部
」

●
１
１
９
ペ
ー
ジ
上
段

（
誤
）「
Ａ
６
版
」
→
（
正
）「
Ａ
６
判
」

（
誤
）「
低
層
通
音
」
→
（
正
）「
通
奏
低
音
」

●
１
１
９
ペ
ー
ジ
下
段
写
真
見
出
し

（
誤
）「
福
岡
市
の
有
形
文
化
財
」
→
（
正
）

「
福
岡
県
の
有
形
文
化
財
」

　

以
上
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
９
年

１
月
▼
２
月

連盟ニュース
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◆
２
０
１
３
年
に
文
部
科
学
省
が

策
定
し
た
「
国
立
大
学
等
キ
ャ
ン

パ
ス
計
画
指
針
」
で
は
、「
教
育
研

究
活
動
を
支
え
る
」「
全
人
的
な
人

格
形
成
を
促
す
」「
社
会
に
開
く
」

「
個
性・

特
色
を
表
す
」「
交
流
を

育
む
」「
時
代
を
紡
ぐ
」
を
キ
ャ
ン

パ
ス
の
基
本
的
役
割・

機
能
と
し
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
質
的
向
上
」
と

「
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
性
と
し
た
。
そ
し

て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
創
造
的
に
再

生
す
る
計
画
で
は
「
教
育
研
究
の

活
性
化
」「
地
域・

社
会
と
の
共

生
」「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル・

キ
ャ
ン

パ
ス
の
実
践
」「
安
心・

安
全
な

キ
ャ
ン
パ
ス
の
確
保
」
を
留
意
事

項
と
し
て
い
る
。
特
集
で
は
、
各

私
大
の
教
育
研
究
展
開
と
関
連
の

あ
る
都
市
機
能
と
の
連
携・

融
合
、

地
域
社
会
創
生
の
拠
点
、
ま
ち
中

の
キ
ャ
ン
パ
ス
化
、
実
証
実
験

キ
ャ
ン
パ
ス
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
な
ど
、

進
化
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
例
を

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
リ
ア
ル
と
バ
ー

チ
ャ
ル
、
国
内
と
国
外
な
ど
、
キ
ャ

ン
パ
ス
自
体
の
変
容
も
予
想
さ
れ

る
。
年
度
末
の
ご
多
忙
な
折
、
未

来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
考
え
る
機
会

を
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の
皆
さ
ま

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時

報
）
委
員・

立
命
館
大
学
総
合
企

画
部
広
報
課
長 

五
坪 

智
彰
）

◆
海
外
の
大
学
の
職
員
と
話
す
と
、

働
き
始
め
て
か
ら
も
修
士
や
博
士

の
学
位
を
取
得
し
た
り
、
仕
事
を

通
じ
て
得
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
学
び
続

け
て
い
る
人
が
多
い
。
よ
り
良
い

仕
事
を
す
る
た
め
、
良
い
ポ
ス
ト

を
得
る
た
め
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
仕
事
を
通
じ
て
得
た
知
見
を

発
展
さ
せ
、
自
分
の
も
の
に
し
よ

う
、
世
界
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

探
そ
う
と
す
る
活
力
を
感
じ
る
。

　

日
本
で
も
社
会
人
教
育
の
促
進
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
話
題
に
な
っ

て
き
た
が
、
多
く
の
卒
業
生
、
特

に
企
業
に
勤
め
る
人
に
と
っ
て
、

大
学
は
依
然
と
し
て
懐
か
し
く
振

り
返
る
だ
け
の
場
所
で
あ
り
、
い

ま
仕
事
を
す
る
自
分
と
は
か
け
離

れ
た
場
所
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が

ち
で
、
産
学
連
携
を
考
え
る
場
合

も
、
つ
い
学
生
時
の
感
覚
だ
け
で

話
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う

に
感
じ
る
。

　

し
か
し
、
い
ま
の
自
分
の
関
心

や
将
来
と
関
わ
る
場
所
で
あ
る
と

思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大

学
へ
の
見
方
も
変
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。
今
回
の
企
画
「
社

会
人・

企
業
向
け
講
座
の
い
ま
」

が
、
新
た
な
目
で
大
学
を
見
つ
め

る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議

（
大
学
時
報
）
委
員・

上
智
大
学
総

務
局　

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推
進
室
長 

中
山 

映
）

◆
「
好
き
な
こ
と
は
あ
え
て
仕
事

に
は
せ
ず
、
趣
味
と
し
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
楽
し
む
ほ
う
が
良
い
」

と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

　

今
号
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ガ
ラ
ス
作
家
の

大
迫
友
紀
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

予
備
校
時
代
に
工
芸
を
志
願
し
、

大
学
卒
業
後
、
ガ
ラ
ス
で
作
品
を

つ
く
り
始
め
て
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
多
く
の
作
品
を
制
作
し
て
き

た
。
そ
の
原
動
力
を
聞
く
と
「
見

た
こ
と
の
な
い
も
の
を
見
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
」
で
あ
り
、
い

ま
で
は
作
品
制
作
が
日
常
生
活
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
多
く
の
芸
術
家
は
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
新
し
い
作
品
を

つ
く
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
生
み
の
苦
し
み

を
感
じ
な
が
ら
制
作
す
る
と
い
う
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
す
る
」
こ
と
を

自
分
に
許
し
な
が
ら
、「
生
活
す
る

よ
う
に
、
制
作
す
る
」
と
い
う
大

迫
さ
ん
の
姿
勢
は
、
好
き
な
こ
と

を
仕
事
に
す
る
、
そ
の
こ
と
を
実

現
す
る
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
感
じ
た
。（
日
本
私
立

大
学
連
盟
事
務
局 

佐
藤 

義
文
）

次号
（5月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「大学における親子関係と保護者を巻き込んだ教育と学生指導の展開」
特　集	「LGBTに関する理解醸成と大学の取り組み」
小特集	「大学の学事暦について考える～クォーター制導入事例を中心に～」
表紙 ・大学点描 実践女子大学　　だいがくのたから 大東文化大学
クローズアップ・インタビュー：「黒川 光博さん（株式会社虎屋代表取締役社長）」

編
集
後
記
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中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）
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 新藤田ビル

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫ ⎜獨 協 医 科 大 学⎬ ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫ ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫ ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫ ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫ ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫ ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫ ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫ ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫ ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫ ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫ ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫ ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫ ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人）

（124大学　平成31年 3 月20日現在）

第68巻385号（通巻399号）
平成31年 3 月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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